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国家の最大の責務は、
国民の生命、財産、そして国益を守ること!!

価値感を共有し、共に栄える外交へ

　国がやらなければならない仕事。それは、国家が国家として存在す
る最大の義務でもある、国民の生命、財産を守り、国益を守り抜くこと
です。外交、防衛政策は、国家の根幹です。

日米安保体制の維持、強化による、抑止力の向上。

　民主主義や人権の尊重といった価値観を共有する国家との連携が
基本です。「仲良くしよう」だけでは、国益を守ることは出来ません。
「友好」を語るだけではなく、共に利益を得ることが出来る「共益」の概
念を持った外交交渉が重要です。

　共益によってこそ、我が国の経済的繁栄にも資する外交政策が可
能であると確信しています。

前衆議院議員 そのうら健太郎
け ん た ろ う

あだ名は小学校からずっと「そのけん」です。

地元事務所 千葉県市川市八幡2-16-20-203

ホームページも、是非ご覧下さい。活動日記を連日、更新しています。

自由民主党千葉県
第五選挙区支部長

sonoura@au.wakwak.com    ホームページ　http://www.sonoken.org

将来を見据え、アフリカ、中南米諸国との資源外交を展開。

医療や教育など、民生面での積極的な国際貢献を。

国連に残る敗戦国条項を撤廃させ、常任理事国入りを。

中国に対しては、友好を唱えるだけでなく、共益へ。

アジア諸国との連携による地域の経済的繁栄をリード。

領土問題に関しては、引かない姿勢を。

北朝鮮に対する断固たる姿勢を堅持し、拉致問題の解決を。
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現実を直視した防衛政策に向けて

　防衛力の整備は、「理想」に加えて、現実を見据えた議論を進めな
ければなりません。中国の不透明な軍事力増強、北朝鮮のミサイル、
核といった問題に、抑止力も含めて持たなければならないと考えてい
ます。

　隣にある国家が、現実にミサイルを持ち、核開発を行っている。そし
て、その国家が、我が国を敵だと言っている。これが現実です。日本
に撃つと言って、ミサイルを準備しているときに、我が国はどう対応す
べきなのか。ミサイル基地を叩く能力の保有も含めて、徹底的に議論
すべきです。

　「出来ない」国家に対する対応と、「出来るがやらない]国家に対する
対応は、国際社会では異なるのが当たり前。能力を有しつつ平和を
尊ぶ。それが我が国の防衛政策の根幹であるべきです。

世界情勢の変化に応じた現実的な抑止力の整備。

テロなどに対応する即応性の高い防衛力

北朝鮮のミサイル基地攻撃能力について、現実的な議論を。

排他的経済水域内の資源等を守るための法整備。

我が国の領土を外国資本から守るための規制整備。

食 の 安 全 に 向 け て

　食べ物、飲料水の安全確保も、国の大きな安全保障政策と言えま
す。食料自給率の問題や安全の確保に向け、安心して食べることが
出来る食物を確保しなければなりません。安全な日本産の農産物に
加え、輸入食物に対する規定も強化しなければなりません。

食料自給率の向上に向けた生産、農地対策の拡充。

輸入食品に対する検疫、検査の強化。
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